
 1 

 

製品安全データシート              

                                       整理番号：140601-1 

１・製品等及び会社情報 

   化学物質等の名称（製品名）：ウィルバス-アイビー(Virubus-IB) 

                  ピレスロイド系化合物 希釈液  

                     

   会社名 ：株式会社 クレスト 

   住所  ：〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 3-3-6ワカ末ビル 7F 

   担当部門：企画開発室           担当者 ：野原実 

   電話番号：03-6202-2938                    FAX番号：03-6202-2939 

      作成者 ：野原実             e-mail ：center@kkcrest.com 

   使用目的：虫忌避・クモの巣の張り予防   作成・改定：2014年 06月 18日 

 

２．組成・成分情報 

   単一製品・混合物の区別：混合物 

 

   成分・含有量： ピレスロイド系化合物 0.5%以下 

   界面活性剤 

   水 

 

３．危険有害性の分類 

その他の有害性物質 

 

４. 応急処置 

   眼に入った場合：直ちに大量の水で 15分間以上洗うこと。 

出来るだけ早く医師の診断を受けること。 

   皮膚に付着した場合：付着物を布でふき取り、直ちに石鹸で洗い、大量の水で洗い流す。 

   吸入した場合：直ちに作業を中断し、空気の新鮮な場所に移し、保温、安静に努め、 

出来るだけ早く医師の診断を受けること。 

   飲み込んだ場合：直ちに口の中を洗浄し、直ちに医師の診断を受けること。 

 

５. 火災時の措置 

消火方法：本品に可燃性は無い。本製品の内容成分は殆どが水である。 

   使用可能な消火剤：泡、粉末、二酸化炭素、乾燥砂  
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６. 漏出時の処置 

   適切な保護具を着用し、漏出物を回収する。 

残りは砂、軽石、ボロ布、オガクズ等に吸着させ回収する。 

付着物・廃棄物は、法令に基づいて処理すること。 

 

７. 取り扱い及び保管上の注意： 

   取扱い上の注意： 

・ゴム手袋、マスク、防護メガネを着用し、本品が直接皮膚に付着しないこと。 

・換気をすること。 

・取扱い後は手洗い、洗眼を十分に行い、着衣に付着した場合は着替えること。 

保管上の注意 

容器は密栓して、直射日光を避け、熱、発火源から離れた場所で、室温で保管。 

 

８. 暴露防止及び保護措置 

    ・保護メガネを着用し、目にかからないように注意すること。 

 ・防護マスク、ゴム手袋を着用すること。 

 

９. 物理的および化学的性質 

   外観・形状：淡黄色透明液体。 

   臭気   ：わずかな特異臭がある。 

   密度(比重) ：1.00(g/m3) 

   pH    ：6.0 

 

10. 安定性および反応性 

    引火点   ：なし 

   可燃性   ：なし 

   安定性・反応性：通常の扱いにおいては安定 

 

11. 有害性情報 

急性経口毒性：LD50 マウス(雄)＝10,000mg/kg以上 

急性経皮毒性：LD50 ラット(雄)＝2,000mg/kg以上 

 

 

12. 環境影響情報 

   情報なし 
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13. 廃棄上の注意 

   廃棄物の処理および清掃に関する法規に従って処理すること。 

   河川、湖沼、下水道等には流さないこと。 

 

14. 輸送上の注意 

   危険・有害性、取扱いおよび保管上の注意の項の記載による。 

   なお、運搬に関しては、落下・破損による漏出がないよう注意すること。 

 

15. 主な適用法令 

   消防法        ：非該当 

   毒物および劇物取締法：非該当 

   特定化学物質の環境への排出量の把握および管理の改善促進に関する法令： 

  第 1種指定(ピレストロイド化合物) 

 

16. 引用文献等 

   原料メーカー発行の製品安全データシート 

 

※注意 

記載内容は、現時点で入手できる資料・データに基づき作成されており、新しい知見で改訂される 

ことがあります。 

製品安全データシートは、危険有害な化学製品について、安全な取り扱いを確保するための参考情報

として取り扱う事業者に提供されるものです。取り扱う事業者はこれを参考として自らの責任におい

て、個々の取り扱いなどの実態に応じた適切な処置を講ずることが必要であることを理解した上で、

活用されるようお願いします。従って、本データシートそのものは安全の保証書ではありません。 

 

 

 


